
新１年生、スタート！
～市立小・中学校入学式～

▲�新１年生が担任の先生の後をついて緊張しながらも元気に入場しました。
　在学生もうれしそうに花道でお出迎えです。

▲�校長先生に名前を呼ばれ、元気に返事をした新１年生は、校長先生のお祝いの言
葉を真剣に聞いていました。

4月 6日、市内の小・中学校で入学式が行われました。平成 28年度の
入学生は小学校 278 人（男子 144 人、女子 134 人）、中学校 299 人（男
子 146 人、女子 153 人）です。中福良小学校では、新 1年生 5人が入学
しました。６年生の名越陵真さんが「皆さんが入学してくるのを楽しみにし
ていました。皆さんが入学し、とてもうれしいです。この学校は、みんな仲良しです。分からないことは僕たちに
聞いてください。明日から元気に学校に来てください」と優しくお迎えしました。「花と作文とあいさつの学校」
のキャッチフレーズどおり、きれいに咲いた花々も新入生を歓迎しているかのようでした。

第 28回えい新茶・大野岳マラソン大会	 ～新茶の季節真っ盛り～

大会結果（各部門１位、敬称略）
◇フル登山コース（18km）

（男子）30 歳未満 橋口　和也 1 時間 04 分 22 秒
30 歳代 竹ノ内　賢次 1 時間 00 分 10 秒
40 歳代 山内　健太郎 1 時間 03 分 49 秒
50 歳代 有木　俊二 1 時間 12 分 10 秒
60 歳代 田畑　正 1 時間 17 分 00 秒
70 歳以上 岩切　勝美 1 時間 27 分 12 秒

（女子）40 歳未満 松園　智美 1 時間 15 分 48 秒
40 歳以上 義永　祐子 1 時間 26 分 42 秒

◇さわやかコース（５km）
（男子）小学生 細谷　海至 18 分 57 秒

中学生 松尾　郁哉 16 分 50 秒
30 歳未満 下野　雄大 18 分 14 秒
30 歳代 中　つよし 18 分 27 秒
40 歳代 山脇　秀和 16 分 58 秒
50 歳代 山崎　隆 17 分 43 秒
60 歳以上 春田　武志 18 分 41 秒

（女子）40 歳未満 新原　彩 19 分 15 秒
40 歳以上 富奥　裕子 20 分 38 秒

◇らくらくコース（３km）
（男子）小学３年生以下 松尾　章太 13 分 16 秒

小学４年生以上 山内　勘暉 10 分 58 秒
中学生 川﨑　麗央 10 分 06 秒
40 歳未満 石窪　恭一 11 分 07 秒
40 歳以上 古道　昭式 11 分 13 秒

（女子）小学３年生以下 永田　月奈 13 分 06 秒
小学４年生以上 川﨑　香奈美 12 分 02 秒
中学生 木之下　沙椰 11 分 23 秒
40 歳未満 窪　加奈子 12 分 39 秒
40 歳以上 本村　鯉恵 12 分 54 秒

４月29日（昭和の日）、「第 28回えい新茶・大野
岳マラソン大会」が開催され、市内外から総勢 1,517
人の参加がありました。新茶の香りが心地よく漂う
中、ランナーはそれぞれのペースでゴールを目指しま
した。また、市社会福祉協議会と頴娃ジュニア・リー
ダークラブからいも会の皆さんが、熊本地震義援金を
笑顔と元気で呼びかけ、106,053円が集まりました。
この義援金は、日本赤十字社を通じて被災地に送られ
ます。皆さんの温かいご支援ありがとうございました。

▼恵まれた天気の中、号砲とともに勢いよくスタートする選手たち。
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▲修了証書を両手に嬉しそうな大原さん（中央）。

大原一英さんが、３月31日をもって頴娃農業開発
研修センターの研修を修了し、「農業経営を目指して
入所し、当初は作物の栽培方法や、農薬の希釈・散
布方法など全く分からず戸惑う場面もありましたが、
現在では栽培管理もできるようになりました。就農後
は、経営が安定するよう頑張りたい」と修了式で抱
負を述べました。大原さんは、オクラ、キャベツなど
を栽培予定です。

農業開発研修センター修了式
� ��～大原一英さん（頴娃町別府）～

４月８日、頴娃農業開発研修センターで、春夏野
菜のオクラ、ピーマン、きゅうりなどの栽培管理につ
いて講習会が開催され、市内全域から50 人ほどが
参加しました。参加者の一人は「今回、じゃがいも
とさつまいもの肌の悪い物があったので質問したら、
じゃがいもはそうか病で、さつまいもはコガネムシの
幼虫の食害であることが分かった。肌のきれいな物
ができるように栽培したい」と喜んでいました。

▼�講師の説明を熱心に聞く参加者の皆さん。次回は、『秋冬野菜』を中心に、
９月頃に講習会を開催する予定です。多くの参加者をお待ちしています。

気	軽に野菜づくりを楽しもう� ～春夏野菜の栽培管理講習会～

知覧特攻基地戦没者慰霊祭
� ～遺族 182 人を含む約 900 人が参列～

５月３日、知覧特攻基地戦没者慰霊祭が知覧特攻
平和観音堂において行われ、戦没者の冥福と恒久平
和を願いました。遺族を代表して、兄が戦死した志
布志市の谷口カズ子さんが、兄が戦闘機から母に別
れを告げる状況や特攻勇士の尊い犠牲のあったこと
を忘れることなく、今後も命の尊さを語り継いでいく
ことを誓い、慰霊の言葉を捧げました。▲園児らと一緒にコイを放流する鹿児島水産高等学校の皆さん。

４月25日、大型連休を前に鹿児島水産高等学校海
洋科栽培工学コースの生徒が卵から育てたコイ90匹
の贈呈式がありました。式には、同校３年生 15人と
市長や議長、地元の知覧幼稚園の園児など50人が
参加し、高校生を代表して下池美珠 さ々んが「観光の
手助けになればうれしいです」とあいさつしました。
式後は園児とともに、知覧武家屋敷通り近くの県道
沿いに整備されている清流溝に放流しました。

清流溝を元気に泳げ
� ��～鹿児島水産高等学校からコイを贈呈～

▼雨風の強い中、多くの方が参列され、戦没者の冥福をお祈りしました。
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